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子どもを真ん中にした繋がりを目指して 
 
―特定非営利活動法人はらっぱ― 

〒662-0852 西宮市中殿町 6番 32号 

TEL/FAX：0798-22-3561 

E-mail：npo-harappa@hcc1.bai.ne.jp 

http://hccweb1.bai.ne.jp/npo-harappa/ 

  

「“近くの他人”が、じぃじぃ・ばぁばぁに」 

  

「全国初、兵庫県で取り組む『地域祖父母モデル事業』」のひとつとして、はらっぱのラ・ラ・

ラカフェが阪神間のタウン誌に掲載されました。始めて 5 ヶ月、思ったような成果はまだあげ

られていませんが、はらっぱとして地域の子育て力を作る方法として本当にこういう方向から

のアプローチが必要だったと気づくことができました。そして、この事業をきっかけに今まで

出会うことのなかった方々とも出会わせていただいています。今後に乞うご期待です。 

 

はらっぱうんどうかいでした。 

10 月 30 日（日）いつものあおぞら幼稚園園庭を 

お借りしてはらっぱ、小さなはらっぱの運動会が行わ 

れました。いつものように、保護者やスタッフの手作 

り感満載の運動会です。毎年子どもたちのおじいちゃ

んおばあちゃんも多数参加してくださいます。 

(写真はパン喰い競争のおじいちゃん、おばあちゃんです。)

 

 

201６年7月4日(月)の18時から理事会を行ないました。 

☆ 理事長の互選で、前田公美の再任。 

☆ 今年度の人形劇の取り組み 

・プログラムに広告を掲載し協賛金 

をいただく 

・市民交流センターより講座助成を 

受ける 

☆ 地域祖父母事業の進捗状況について 

☆ 総会後の変化 

・寄附が増えて、会員から現状を打開する

ための提案(リーフレットの見直し等)が 

あった 

☆ 保育所運営状況の報告・7月4日現在の

在籍児内訳 

0才－3名 1才－9名 2才－7名 

3才－8名 4才－5名 5才－4名 

計36名(小規模、認可外計) 

 

次回理事会は、12月の予定 於法人事務室 

2016年 10月 24日現在 正会員 77名、賛助会員 124名(129口) 

mailto:npo-harappa@hcc1.bai.ne.jp
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今年の人形劇 

 

7/30(土)市民交流センター2F 講堂で人形劇団クラルテによる人形劇公演を行いました。質の

良い文化を子どもたちに届けたいという想いで続けている活動です。 

元々はある篤志家によるプレゼントとして、この人形劇公演は行われていました。でも今は、

はらっぱ独自の主催で行っています。と言っても、チケットの販売だけでは人形劇団への支払い

も賄えません。では「それに見合う料金を」ということになるとチケット代が高額となり、気軽

に観てもらいにくくなります。そこで、この事業は赤字でも致し方ないと思っていました。 

しかし、今年、はらっぱ本体の運営が厳しく、このままで良いのかと検討した結果、大人料金

を少し上げさせてもらいました。でもそれだけでは足りません。そこで、市民交流センターの講

座助成事業に応募して、30,000 円の助成を受けました。そしてもう一つ、この活動を応援して

くれる人たちを増やすという意味もこめて、パンフレットに広告を頂き、協力金を集めようと地

域のお店や個人の方々に声をかけさせていただきました。一枠 1000円、安いんじゃない？と言

いながら協力してくださる方もいました。でも結果 5 万余円の協力金＋寄附があり、めでたく

人形劇の収支は黒字になりました。 

このことで、事業を続けていきたいなら赤字に甘んじていてはならないということと、応援の

仕方の多様さは、より応援してくれる人を増やすことになるということも実感したのでした。

その他活動報告 

＊8/6(土)  おはなしの会 

８月のオープンはらっぱは、6,20,27日 

８月のラ・ラ・ラカフェは、20,27 日 

＊9/3(土)  夕涼み会 

＊9/10(土) 氷上稲刈り 

おはなしの会 

9 月のオープンはらっぱは、3,10,17,24日 

9 月のラ・ラ・ラカフェは、1７,24 日 

＊10/15(土) はらっぱごはん/おはなしの

会/正子さんの子育て相談室 

＊10/30(日) 保育所運動会 

10月のオープンはらっぱは、1,8,15,22,29日 

10 月のラ・ラ・ラカフェは、15,29 日 

 
活動予定 

 

＊11/11(金)  

午前10時 こねこねべたべたおにぎり作り 

＊11/12(土) バザー 

＊11/19(土) 正子さんの子育て相談室 

      おはなしの会 

「子どもに絵本をよむおはなしをするということ」 

午後２時 講師おはなしおじさん(中崎さん) 

＊11/23(水) 芋煮会 

＊11/28(月)  

午前 10 時半 ぐーにゃんの人形劇と歌 

11月のオープンはらっぱは、5,19,26日 

11 月のラ・ラ・ラカフェは、19,26 日 

＊12/10(土) おはなしの会 

＊12/16(金) 

午前10時 こねこねべたべたクッキー作り 

＊12/17(土) 正子さんの子育て相談室(こ

の日オープンはらっぱ午前休み) 

＊12/26(月) AM「影絵と歌」 

＊12/29(木)～1/３(火) 保育所冬休み 

12 月のオープンはらっぱは、3,10,17(午後 1

時から)24日 

12 月のラ・ラ・ラカフェは、10,17 日 

＊1/14(土) あの日を想って 

＊1/21(土)  おはなしの会 

正子さんの子育て相談室 

1 月のオープンハラッパは、７,14,21,28日 

1 月のラ・ラ・ラカフェは、21,28 日 
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地域祖父母 ② 

 

本年度 6 月から兵庫県の地域祖父母事業の助成を受けて様々な活動を行っています。 

今までほぼ子育て世代だけに向けて行っていた講演会なども見直し、地域のシニア世代に届

くよう、チラシの配布先にシルバー人材センターや市民館などを加えました。そして講演会や活

動の案内のチラシに「祖父母の皆様、シニア世代の皆様」という言葉も加え、シニア世代の方々

にも響く内容にしてきました。 

でも、なかなか届きません…。 

何かもっとできることはないか、と考えていた矢先、ボランティア希望のシニアの方の訪問や、

カフェへお茶飲みに来てくれるご近所の高齢者の方が現れ、先日に開催した小児科の先生のお

はなしシリーズで「昔と今でどう違う？子どもの病気とけが」という題の講演会にもシニア世代

の方の参加もあり、少しずつ広がってきたかな？と思います。 

6 月より 5 ヶ月近く経ってのことです。 

これからも地道に続けていきたいと思います。 

はらっぱ保育所の生活の中でも、子どもたちのおじいちゃん、おばあちゃんたちが送迎を担っ

てくださったり、長引く病気の時に預かってくださったり、母や父の相談役になってくれたり、

日々子どもの生活を実質的に支えてくれています。 

それだけでなく子どもたちにとっては、おじいちゃんおばあちゃんは癒しの場となり、子ども

たちの安心できる場、守ってくれる存在になっています。 

そんな風に地域のシニア世代の方々が、自分の孫だけでなく地域の子育て世代を支える存在

に、（今もすでにそういう存在である方々も多いのですが）さらに多くの方々になっていただけ

たら、社会はもっと子育てしやすい場になるのではないかと思い、この事業に取り組んでいます。 

以下に先日の小児科の先生のおはなしの参加者の方と、ボランティアに来てくださっている

方からの感想を掲載します。 

 

◇今日のお話をお聞きして「聞いてはいるけどホントのところどうなの？」と普段から思
っていた疑問がすっきり解決、そしてはっきりしました。孫育て真っ最中の育じい、育ばあ
の私達にとって、大変うれしいお話でした。これで孫のパパやママにも「芦田先生は○○と
話しておられたよ」と自信を持ってアドバイスできそうです。 
また、小グループでの意見交換は若い世代の親たちの悩みや、関心事がよくわかり楽しく

参加させていただきました。ありがとうございました。 
 

◇サンケイリビングで「地域祖父母モデル事業」の記事、読みました。 
行事には、なかなか参加できていませんが、地域の子どもたちと関わりたいとの気持ちで

「はらっぱ」に行かせてもらっています。 
うちの孫でない子どもたちをかわいがりたい、うちの孫も、よその（言い方まちがってま

すか？）人にかわいがってもらいたい！ そんな場所が身近にあるといいですね。 
これからも、よろしくお願いします。 
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NPOはらっぱの会員になってください 
 

私たちは西宮市において個人と個人
の結びつきの中ではらっぱ保育所を基
盤として活動してきました。 
この間、子どもたちの置かれている状

況はますます困難の多いものとなって
います。それは社会全体が幼いもの、未
熟なものを守り育む力を失いつつある
ことに起因していると考えます。はらっ
ぱの今後の方向として、私たち一人ひと
りの思いを法人という形にまとめ、社
会に働きかけるためのより広範な活動
を目指して、NPO(非営利活動)法人を
取得しました。 

この法人は会員の会費によって主に
運営されていきます。 
会員としては 

① 総会等に出席し決議権を持つ正会員 
② 目的に賛同し、寄付行為によって賛

助する賛助会員の二種類があります。 
NPOはらっぱはより多くの皆様の力

を必要としています。私たちと一緒に子
どもたちの未来を考えて下さい。よろし
くお願いいたします。 
 
正会員   年会費 6,000 円 

賛助会員  年会費 3,000 円 
(賛助会費は、一人複数口でも OK です)

 
はらっぱ保育所のご案内 

 
はらっぱ保育所は 1979 年にスタートしました。

親と保育者が子どもを真ん中にしてつながりあう場
がほしいという願いから、親とその友人たちで作った
保育所です。 
1ヶ月の保育料金（7：30～18：30週5 日）は概
ね以下の通りです。保育時間等はご相談ください。 
食費、おやつ、施設維持費は別途お願いします。延

長保育、緊急、一時保育もお受けいたします。 

 

  

 

月
極
め 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

一
日 75,000 70,000 65,000 60.000 50,000 40,000 

半
日 43,000 41,000 39,000 37,000 34,000 24,000 

編集後記 秋です。暖かかったり、寒かったり、なかなか定まりませんが秋のようです。この間、ラ・

ラ・ラカフェの中で、「歌・歌おう会」を行いました。にわか仕立てのライブも行い、みんなで歌を歌

いました。ハチャメチャだったけれど、それはそれで楽しい時間だったような。歌を歌うのはやっぱ

り楽しいものでした。シニアの方の参加も多かったです。又、します。皆さん奮ってご参加ください。 

 

 

 

 

 
建て替え資金援助のお願い 

 
震災で全壊したはらっぱは、プレハブ園舎での 12 年に及ぶ生活を経て、2007 年 6 月末に木

造本建築での再建をすることができました。これも、卒園児やその保護者をはじめとする支援者
の皆様のおかげです。しかし、現在は借入金を返済しつつの事業運営となっています。 
はらっぱの今までの活動を継続し発展させ続けるために、引き続きカンパなど、活動のご支援

をお願いします。 
現在の借入金：350,000 円(201６年 10 月 24 日現在) 

 
郵便振替口座番号：00910-5-134367 口座名称：特定非営利活動法人はらっぱ 

 御寄付 いくらからでも（お貸付の受付は終了いたしました。ありがとうございました。） 
 

 


